保育内容の理解を目指した実践的授業の考察 by 小林 美花 & 菜原 桂子
保育内容の理解を目指した実践的授業の考察

































小 林 美 花* 菜 原 桂 子*

























































Ꮫ⏕␒ྕ          ᖺ    ࢡࣛࢫ  Ặྡ               
ࠕㄢ㢟◊✲ࠖ㹼⮬↛ࢆឤࡌࠊ⨾ࡋࡉ࣭୙ᛮ㆟ࡉ࣭㠃ⓑࡉࢆయ㦂ࡋࡼ࠺㹼
◊✲᪥    ᭶   ᪥ 㸦   㸧 ኳẼ㸦      㸧᫬㛫㸦 㸧ሙᡤ㸦       㸧
㸺㤶ࡾ㸼 㸺ືࡃࡶࡢ㸼 㸺㠃ⓑ࠸ࡶࡢ㸼
㸺୙ᛮ㆟࡞ࡶࡢ㸼 㸺⨾ࡋ࠸ࡶࡢ㸼 㸺㡢ࡀࡍࡿࡶࡢ㸼
㸺⏕࿨㸼 㸺ⲡᮌ㸼 㸺ⰼ㸼
ࡑࡢ௚ Ⓨぢࡋࡓࡇ࡜࣭ឤࡌࡓࡇ࡜
学生は外での活動を通し，五感で様々なことを感じたようである。また，自分自身の表現方
法と他者の表現を比較して違いに気が付くことにより，視野を広く持ち実際の保育と関連づけ
て振り返りを行うことができてきている。
4－4 4回目授業の実際
4回目授業では，5領域の言葉と表現のつながりを意識できるように，外活動での発見をミ
ニ絵本製作に発展させた活動を行った。絵本は簡単に作成できるものであり，作り方の説明と
今回の活動での発見を題材にすること以外指示などはせず，学生自身の感性を大切にした。前
段階として簡易的な見本作成を行った後に授業内での完成を予定していたが，予想以上に多く
の学生が集中し，ペンだけではなく折り紙や綿など身近なものを活用し工夫して行っていたた
め，ほとんどの学生は授業内では完成せず次週までの提出となった。完成したミニ絵本はどれ
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表3
学生Ｃ：久しぶりにのんびり外に出て，葉っぱや花をじっくり見て穏やかな気分になった。
天気が良く，日差しも強く外に行くまでは夏のような空だと思ったが，外に出ると空気は秋
のにおいがして，風が吹くと冷たく秋だなぁと感じた。
学生Ｄ：友達と一緒に虫を見つけ，自分はテクテク歩いていると擬音語で表現したが，友達はヨチヨ
チと表現していて楽しかった。同じものを見ていても人によって，表現が違うことがわかっ
た。でも，どちらも間違いではないと思ったし，人によって感じかたも表現も違って当たり
前なので，保育の中のねらいの意味が今回の活動を通して納得できた気がした。
写真2写真1
写真4写真3
も素晴らしく提出する時には「ここの部分を見てほしい・絵は苦手だけれど楽しく行うことが
できた」など各々感想を述べ，達成感に満ち溢れた表情であった。また，実際に就職した時に
子どもも楽しむことができそうなど，実際の保育を想像している学生もいた。実際に学生が作
成したミニ絵本の一部を写真1，2，3，4に示す。
4－5 5回目授業の実際
5回目授業では，1回目から4回目までの振り返りと「保育の中で自然が重要とされている
のはなぜか・5領域の総合的理解を深める」という内容でレポート作成を行った。学生の振り
返りとレポートから，実践的授業を通し5領域のつながりに関する記述の一部を表4に示す。
Ⅴ 考察・まとめ
1回目授業においての振り返りでは，実習中は子どもとの関りや日誌，指導案の作成に時間
が追われ5領域のつながりなど意識することは難しかったようであった。しかし，2回目の外
での実践的授業を通し，五感で様々なことを感じ楽しいという体験を経験したことで，その後
の振り返りにおいて保育における5領域の内容を実体験と比較検討，考察しながら意識しはじ
めている。更には，その活動をミニ絵本製作につなげたことで，5領域のつながりを認識でき
た結果となった。これらの学生の振り返りや姿から考察すると，学習段階において学生自身が
体験する実践的な授業を行うことは，貴重な経験となり学びの深まりへと導くことが明らかと
なったといえる。また，菊地（2008）は，これまでの経験を振り返ってその感覚を呼び起こす
ような意図的な講義内容により，これまでの経験が再構成され，その連続性を基に学んできた
ことが保育実践を支えていく論拠となりうるであろう。そのような意味においても，まさに，
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表4
・毎日保育で外あそびを行うことの理由は，自然に触れることで心が広くなり元気の良い子どもや体
を動かすことの好きな子どもになると思った。（健康）
・自然の中で見つけた感動を友達や保育士と共に味わうことは，嬉しさや感動が倍増すると授業を通
し感じた。一人も楽しいが共感できる人がいることは大切だと思った。（人間関係）
・外での活動を振り返り，自然と関わることは環境だけれど，見つけたことを誰かと一緒に共感でき
ることが嬉しかった。これは，5領域の人間関係でもあるけれど，環境の人的環境であることも今
回の授業を通してあらためて理解できた。（人間関係・環境）
・言葉は人とコミュニケーションをとる時に必要だと思った。また，同じ葉っぱを触った時に，私は
ザラザラだと感じたが友達はデコボコに感じたと言い笑ってしまった。笑い合った時すごく楽しかっ
た。一つの活動の中に5領域の言葉，人間関係，表現を感じることができた。（言葉・人間関係・
表現）
・外での活動で感じたことを絵本にした時に，保育との関連がわかった気がした。実習園で実際に遠
足に行った後絵を描いていたが，今回の活動と同じでよく考えると絵の表現だけでなく，遠足は健
康や環境や人間関係にも入るので5領域の関連が前より意識できた感じがした。（健康・人間関係・
環境・表現）
・今回の活動を通して，楽しみながら発達を促すことの内容を理解できた。私も実際に外での活動が
楽しかったが，その続きで絵本を作ったことで保育の展開やつながりが意識できた感じがした。今
までの授業でも勉強していたが，それを実際に自分で体験できたことで更に確認できた。（5領域
の総合的理解）
経験は教育において教材なのである2）と述べている。これらからも，養成の段階で多種多様な
経験を積むことが質の高い学生を養成し，そして，保育の質の向上につながるのであると感じ
た。また，今後の課題として，養成段階での学びが保育実践にどのように活用されているのか
を検討する必要がある。それらを明らかにすることで，更なる授業の展開や方法や今後の養成
校の在り方につながると思い研究を継続する。
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